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1. 平成27年3月期第1四半期の連結業績（平成26年4月1日～平成26年6月30日） 

 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

営業収益 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

27年3月期第1四半期 103,658 4.4 1,295 ― 1,409 656.6 △518 ―
26年3月期第1四半期 99,270 27.8 △140 ― 186 △83.2 △592 ―

（注）包括利益 27年3月期第1四半期 △1,087百万円 （―％） 26年3月期第1四半期 2,294百万円 （―％）

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

27年3月期第1四半期 △12.29 ―
26年3月期第1四半期 △14.03 ―

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

27年3月期第1四半期 192,727 99,245 35.1 1,604.80
26年3月期 189,923 100,450 36.0 1,619.42
（参考）自己資本 27年3月期第1四半期 67,673百万円 26年3月期 68,290百万円

2. 配当の状況 

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無 
 

年間配当金
第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

26年3月期 ― 9.00 ― 9.00 18.00
27年3月期 ―
27年3月期（予想） 9.00 ― 9.00 18.00

3. 平成27年 3月期の連結業績予想（平成26年 4月 1日～平成27年 3月31日）  
（％表示は、通期は対前期、四半期は対前年同四半期増減率） 

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 有  

営業収益 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第2四半期(累計) 212,000 6.3 2,500 62.6 2,500 31.8 △260 ― △6.17
通期 430,000 5.9 6,500 43.7 6,500 31.5 1,140 △13.3 27.03
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(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動） ： 無 

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 有 
(注)詳細は、添付資料Ｐ．５「２．サマリー情報（注記事項）に関する事項（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用」をご覧ください。 

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

(注)詳細は、添付資料Ｐ．５「２．サマリー情報（注記事項）に関する事項（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示」をご覧ください。 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 
この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外であり、この四半期決算短信の開示時点において、四半期財務諸表に対する
四半期レビュー手続が実施中です。 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
上記に記載した予想数値は、現時点で入手可能な情報に基づき判断した見通しであり、多分に不確定な要素を含んでおります。実際の業績等は、業況の変化
等により上記予想数値と異なる場合があります。業績予想の前提となる仮定及び業績予想のご利用に当たっての注意事項等について、添付資料Ｐ．４「１．当
四半期決算に関する定性的情報（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明」をご覧ください。 

※ 注記事項

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 有
② ①以外の会計方針の変更 ： 無
③ 会計上の見積りの変更 ： 無
④ 修正再表示 ： 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 27年3月期1Q 42,220,800 株 26年3月期 42,220,800 株

② 期末自己株式数 27年3月期1Q 51,350 株 26年3月期 51,350 株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 27年3月期1Q 42,169,450 株 26年3月期1Q 42,169,842 株
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

① 当第１四半期の概況

 当第１四半期の世界経済は、日本では４月の消費税率引き上げによる影響を懸念したものの、全体的には個人消

費を中心に回復基調で推移しました。米国においても雇用環境の改善により、個人消費の回復がみられました。欧

州は、一部地域で経済回復傾向がみられるものの、全体としての景気回復速度は緩やかなものとなりました。アジ

アでは、ＧＤＰ成長率は引続きプラスで推移しているものの、タイやベトナムの政情不安などの影響もありその成

長は鈍化傾向となりました。

 国際物流市場においては、海上貨物は堅調な荷動きが継続し、航空貨物については、前年第３四半期の荷動き底

打ち以降、日本を中心として安定した荷動きとなっています。

 このような環境の下、当社グループの貨物取扱量は、海上・航空事業ともに前年同四半期比で増加しました。

 これらの結果、営業収益は前年同四半期比4.4％増の103,658百万円、営業利益は1,295百万円（前年同四半期は

営業損失140百万円）となりました。

 なお、平成27年３月期第１四半期において「独禁法関連引当金繰入額」として1,478百万円を特別損失に計上し

ております。

 

② セグメントの業績

１）日本

 海上事業は、輸出で工作機械や自動車関連部品等の出荷が堅調に推移し、取扱実績（TEU）は前年同四半期比

22.8％増となりました。輸入は自動車関連部品や衣料品等で順調な荷動きがみられ、取扱件数は前年同四半期比

18.6％増となりました。

 航空事業は、輸出でアジア向けの電子・電気機器関連品等の荷動きが堅調に推移し、取扱重量は前年同四半期比

15.3％増となりました。輸入は、消費増税の影響もあり前年同四半期を下回るスタートとなったものの、自動車関

連部品等の荷動きがあり、取扱件数は前年同四半期比0.6％増となりました。

 これらの結果、国内連結子会社を含めた営業収益は20,973百万円（前年同四半期比17.5％増）、セグメント利益

（営業利益）は206百万円（前年同四半期のセグメント利益９百万円）となりました。

 

２）米州

 海上事業は、輸出で自動車関連部品、輸入では消費財関連等の荷動きがあったものの、輸出取扱実績（TEU）は

前年同四半期比1.2％増、輸入取扱件数は前年同四半期比1.9％増にとどまりました。

 航空事業は、輸出で自動車関連部品や医療機器関連品等の出荷がありましたが、季節商材の荷動きが低調に推移

したこともあり、取扱重量は前年同四半期比2.1％減となりました。輸入は自動車関連部品等が順調な取扱いとな

り、取扱件数は前年同四半期比10.9％増となりました。

 ロジスティクス事業は、消費財関連の荷動きがみられたものの、鉄道会社、トラック会社の寡占化が進み域内配

送を中心に事業環境が悪化しました。

 これらの結果、営業収益は23,521百万円（前年同四半期比3.5％増）、セグメント損失（営業損失）は119百万円

（前年同四半期はセグメント損失57百万円）となりました。

 なお、１ドルあたりの円換算レートは、当第１四半期が102.40円、前年同四半期が97.72円であります。

 

３）欧州

 海上事業は、輸出で自動車関連部品の出荷が堅調に推移し、取扱実績（TEU）で20.0％増となりました。輸入

は、衣料品等の取扱いがありましたが全体的には低調な荷動きとなり、取扱件数は前年同四半期比4.6％減となり

ました。

 航空事業は、輸出で医療機器関連品等の出荷が増加し、取扱重量は前年同四半期比15.7％増となりました。輸入

は電子・電気機器関連品等の荷動きがあり、取扱件数は前年同四半期比1.7％増となりました。

 ロジスティクス事業は、一部の法人を除き、欧州域内物流は大きな回復はみられず厳しい販売状況が継続してい

ます。かかる状況下、昨年度立ち上げた業務改革プロジェクトを継続して推進しています。

 これらの結果、営業収益は24,997百万円（前年同四半期比15.9％増）、セグメント損失（営業損失）は235百万

円（前年同四半期はセグメント損失127百万円）となりました。

 なお、１ユーロあたりの円換算レートは、当第１四半期が140.57円、前年同四半期が126.96円であります。

 

４）東アジア

 海上事業は、輸出は消費財関連や電子・電気機器関連品等の荷動きが低調なものとなり、取扱実績（TEU）は前

年同四半期比10.4％減となりました。輸入は自動車関連部品等の荷動きがあり、取扱件数は前年同四半期比2.9％

増となりました。
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 海上事業は大型コンテナ船の増加によりスペース供給が向上したことに加え、当社グループの取扱量増加によっ

て仕入れ環境が安定しました。

 航空事業は、輸出では主要取扱品目である電子・電気機器関連品等の出荷があり、取扱重量は前年同四半期比

3.7％増となりました。輸入は自動車関連部品や電子・電気機器関連品等の荷動きが増加したこともあり、取扱件

数は前年同四半期比13.7％増となりました。

 ロジスティクス事業は、新たに航空機関連品の取扱いを開始するなど徐々に販売を拡大しています。

 これらの結果、営業収益は16,998百万円（前年同四半期比12.8％減）、セグメント利益（営業利益）は42百万円

（前年同四半期はセグメント損失788百万円）となりました。

 

５）南アジア・オセアニア

 海上事業は、輸出では自動車関連部品等の出荷があり、取扱実績（TEU）は前年同四半期比0.2％増となりまし

た。輸入は自動車関連部品に加え消費財関連等の荷動きが活発なものとなり、取扱件数は前年同四半期比26.5％増

となりました。

 航空事業は、輸出で電子・電気機器関連品や自動車関連部品等の取扱いにより、取扱重量は前年同四半期比

3.3％増、輸入は自動車関連部品等の荷動きにより、取扱件数は前年同四半期比1.2％増となりました。

 ロジスティクス事業は、これまでの積極的な投資に加え、販売拡大を推進したことで、自動車関連部品や電子・

電気機器関連品等の取扱いが好調に推移しました。

 これらの結果、営業収益は20,250百万円（前年同四半期比6.1％増）、セグメント利益（営業利益）は1,425百万

円（同55.9％増）となりました。

 

（２）財政状態に関する説明

① 資産、負債及び純資産の状況

 当第１四半期連結会計期間末における総資産は192,727百万円となり、前連結会計年度末に比べ2,804百万円、

1.5％の増加となりました。これは、現金及び預金が385百万円、有形固定資産が392百万円、投資その他の資産が

648百万円それぞれ減少した一方で、受取手形及び営業未収入金が2,186百万円、流動資産のその他が1,830百万円

それぞれ増加したことが主な要因です。

 負債は93,482百万円となり、前連結会計年度末に比べ4,009百万円、4.5％の増加となりました。これは退職給付

に係る負債が599百万円減少した一方で、賞与引当金が742百万円、独禁法関連引当金が1,478百万円、流動負債の

その他が2,695百万円それぞれ増加したことが主な要因です。

 純資産は為替換算調整勘定及び少数株主持分の減少等により99,245百万円となり、自己資本比率は35.1％となり

ました。 

 

② キャッシュ・フローの状況 

 当第１四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、1,518百万円の営業活

動による収入、3,081百万円の投資活動による支出、及び528百万円の財務活動による支出に為替相場変動の影響を

加味した結果、前連結会計年度末に比べ1,969百万円減少し25,725百万円となりました。 

 各キャッシュ・フローの状況とそれぞれの増減要因は次のとおりであります。 

 

（営業活動によるキャッシュ・フロー） 

 当第１四半期連結累計期間において営業活動の結果得られた資金は1,518百万円（前年同四半期は115百万円の支

出）となりました。 

 これは主に営業債権の増加額3,038百万円（前年同四半期は営業債権の減少額1,570百万円）を計上した一方で、

減価償却費1,519百万円（前年同四半期比119百万円増）、賞与引当金の増加額770百万円（同158百万円増)、独禁

法関連引当金の増加額1,478百万円及び営業債務の増加額819百万円（前年同四半期は営業債務の減少額2,021百万

円）を計上したこと等によります。 

 

（投資活動によるキャッシュ・フロー） 

 当第１四半期連結累計期間において投資活動の結果支出した資金は3,081百万円（前年同四半期比1,295百万円

増）となりました。 

 これは主に固定資産の取得による支出1,666百万円（前年同四半期比190百万円増）及び定期預金の預入による支

出2,042百万円（同1,100百万円増）を計上したこと等によります。 
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（財務活動によるキャッシュ・フロー） 

 当第１四半期連結累計期間において財務活動の結果支出した資金は528百万円（前年同四半期比358百万円減）と

なりました。 

 これは主に長期借入れによる収入726百万円(前年同四半期比670百万円増)を計上した一方で、長期借入金の返済

による支出953百万円(同471百万円増)及び配当金の支払額372百万円(同４百万円増)を計上したこと等によりま

す。 

 

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

 平成26年４月30日に公表いたしました平成27年３月期第２四半期連結累計期間（平成26年４月１日～平成26年９

月30日）および平成27年３月期通期（平成26年４月１日～平成27年３月31日）の連結業績予想を以下のとおり修正

いたします。

 

① 平成27年３月期第２四半期（平成26年４月１日～平成26年９月30日）連結業績予想の修正

（単位：百万円）

  営業収益 営業利益 経常利益 四半期純利益 
１株当たり 

四半期純利益 

  百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭 

前回発表予想（Ａ） 212,000 2,500 2,500 700 16.60 

今回修正予想（Ｂ） 212,000 2,500 2,500 △260 △6.17

増減額（Ｂ）－（Ａ） － － － △960 － 

増減率（％） － － － － － 

（参考）前期第２四半期実績 
199,450 1,538 1,897 282 6.68 

（平成26年３月期第２四半期） 

 

② 平成27年３月期通期（平成26年４月１日～平成27年３月31日）連結業績予想の修正

（単位：百万円）

  営業収益 営業利益 経常利益 当期純利益 
１株当たり 

当期純利益 

  百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭 

前回発表予想（Ａ） 430,000 6,500 6,500 2,100 49.80 

今回修正予想（Ｂ） 430,000 6,500 6,500 1,140 27.03

増減額（Ｂ）－（Ａ） － － － △960 － 

増減率（％） － － － △45.7 － 

（参考）前期実績 
406,040 4,523 4,942 1,315 31.17 

（平成26年３月期） 

 

＜修正の理由＞

 平成27年３月期第１四半期において、国際航空貨物利用運送サービスに係わる米国反トラスト法に関する件で提

起された集団民事訴訟について、将来発生しうる損失の現段階における合理的な見積額として1,478百万円を「独

禁法関連引当金繰入額」として特別損失に計上したため、前回発表の平成27年３月期第２四半期連結累計期間の四

半期純利益および、平成27年３月期通期の当期純利益の予想を見直しました。

 

（注）上記予想は現時点で入手可能な情報に基づき判断したものであり、多分に不確定な要素を含んでおります。 

   実際の業績等は今後の様々な要因によって予想数値と異なる場合があります。 
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２．サマリー情報（注記事項）に関する事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動

 該当事項はありません。 

 

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

 税金費用については、当第１四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適

用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。ただし、

当該見積実効税率を用いて税金費用を計算すると著しく合理性を欠く結果となる場合には、法定実効税率を使用す

る方法によっております。 

 なお、法人税等調整額は、法人税等に含めて計算しております。

 

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

会計方針の変更 

（退職給付に関する会計基準等の適用） 

 「退職給付に関する会計基準」（企業会計基準第26号 平成24年５月17日。以下「退職給付会計基準」とい

う。）及び「退職給付に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第25号 平成24年５月17日。以下

「退職給付適用指針」という。）を、退職給付会計基準第35項本文及び退職給付適用指針第67項本文に掲げられた

定めについて当第１四半期連結会計期間より適用し、退職給付債務及び勤務費用の計算方法を見直し、退職給付見

込額の期間帰属方法を期間定額基準から給付算定式基準へ変更、割引率の決定方法を割引率決定の基礎となる債券

の期間について従業員の平均残存勤務期間に近似した年数を基礎に決定する方法から退職給付の支払見込期間及び

支払見込期間ごとの金額を反映した単一の加重平均割引率を使用する方法へ変更しております。

 退職給付会計基準等の適用については、退職給付会計基準第37項に定める経過的な取扱いに従って、当第１四半

期連結会計期間の期首において、退職給付債務及び勤務費用の計算方法の変更に伴う影響額を利益剰余金に加減し

ております。 

 この結果、当第１四半期連結会計期間の期首の退職給付に係る資産が857百万円、利益剰余金が902百万円それぞ

れ増加し、退職給付に係る負債が543百万円減少しております。なお、当第１四半期連結累計期間の損益に与える

影響は軽微であります。 
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３．四半期連結財務諸表

（１）四半期連結貸借対照表

    （単位：百万円） 

 
前連結会計年度 

(平成26年３月31日) 
当第１四半期連結会計期間 

(平成26年６月30日) 

資産の部    

流動資産    

現金及び預金 30,216 29,831 

受取手形及び営業未収入金 76,193 78,379 

貯蔵品 157 156 

繰延税金資産 1,205 1,604 

その他 8,425 10,255 

貸倒引当金 △1,128 △990 

流動資産合計 115,068 119,235 

固定資産    

有形固定資産    

建物及び構築物 47,095 47,114 

減価償却累計額 △20,635 △20,866 

建物及び構築物（純額） 26,460 26,248 

機械装置及び運搬具 21,413 21,220 

減価償却累計額 △15,110 △15,120 

機械装置及び運搬具（純額） 6,303 6,100 

工具、器具及び備品 15,513 15,419 

減価償却累計額 △11,118 △11,291 

工具、器具及び備品（純額） 4,395 4,128 

土地 16,922 16,912 

建設仮勘定 962 1,262 

有形固定資産合計 55,042 54,650 

無形固定資産    

のれん 2,962 2,846 

その他 5,804 5,597 

無形固定資産合計 8,766 8,443 

投資その他の資産    

投資有価証券 2,951 2,402 

退職給付に係る資産 284 903 

繰延税金資産 3,241 2,820 

その他 4,864 4,567 

貸倒引当金 △293 △293 

投資その他の資産合計 11,047 10,399 

固定資産合計 74,855 73,492 

資産合計 189,923 192,727 
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    （単位：百万円） 

 
前連結会計年度 

(平成26年３月31日) 
当第１四半期連結会計期間 

(平成26年６月30日) 

負債の部    

流動負債    

支払手形及び営業未払金 39,010 39,179 

短期借入金 8,262 7,771 

未払法人税等 1,217 908 

繰延税金負債 79 83 

賞与引当金 2,386 3,128 

独禁法関連引当金 － 1,478 

その他 17,840 20,535 

流動負債合計 68,794 73,082 

固定負債    

長期借入金 12,814 13,308 

繰延税金負債 371 359 

退職給付に係る負債 5,553 4,954 

役員退職慰労引当金 306 313 

その他 1,635 1,466 

固定負債合計 20,679 20,400 

負債合計 89,473 93,482 

純資産の部    

株主資本    

資本金 4,301 4,301 

資本剰余金 4,733 4,733 

利益剰余金 57,516 57,425 

自己株式 △70 △70 

株主資本合計 66,480 66,389 

その他の包括利益累計額    

その他有価証券評価差額金 221 250 

退職給付に係る調整累計額 △718 △771 

繰延ヘッジ損益 △5 △3 

為替換算調整勘定 2,312 1,808 

その他の包括利益累計額合計 1,810 1,284 

少数株主持分 32,160 31,572 

純資産合計 100,450 99,245 

負債純資産合計 189,923 192,727 
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第１四半期連結累計期間）

    （単位：百万円） 

 
前第１四半期連結累計期間 
(自 平成25年４月１日 

 至 平成25年６月30日) 

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成26年４月１日 
 至 平成26年６月30日) 

営業収益 99,270 103,658 

営業原価 84,806 86,269 

営業総利益 14,464 17,389 

販売費及び一般管理費 14,604 16,094 

営業利益又は営業損失（△） △140 1,295 

営業外収益    

受取利息 45 78 

受取配当金 40 54 

為替差益 72 － 

持分法による投資利益 18 35 

その他 292 178 

営業外収益合計 467 345 

営業外費用    

支払利息 92 112 

固定資産除却損 3 6 

為替差損 － 90 

その他 46 23 

営業外費用合計 141 231 

経常利益 186 1,409 

特別利益    

固定資産売却益 139 － 

特別利益合計 139 － 

特別損失    

会員権評価損 － 6 

独禁法関連引当金繰入額 － ※１ 1,478 

特別損失合計 － 1,484 

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期

純損失（△） 
325 △75 

法人税等 479 217 

少数株主損益調整前四半期純損失（△） △154 △292 

少数株主利益 438 226 

四半期純損失（△） △592 △518 
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（四半期連結包括利益計算書）

（第１四半期連結累計期間）

    （単位：百万円） 

 
前第１四半期連結累計期間 
(自 平成25年４月１日 

 至 平成25年６月30日) 

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成26年４月１日 
 至 平成26年６月30日) 

少数株主損益調整前四半期純損失（△） △154 △292 

その他の包括利益    

その他有価証券評価差額金 61 29 

繰延ヘッジ損益 5 3 

為替換算調整勘定 2,320 △925 

退職給付に係る調整額 2 56 

持分変動差額 － 53 

持分法適用会社に対する持分相当額 60 △11 

その他の包括利益合計 2,448 △795 

四半期包括利益 2,294 △1,087 

（内訳）    

親会社株主に係る四半期包括利益 1,116 △918 

少数株主に係る四半期包括利益 1,178 △169 
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（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書

    （単位：百万円） 

 
前第１四半期連結累計期間 
(自 平成25年４月１日 

 至 平成25年６月30日) 

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成26年４月１日 
 至 平成26年６月30日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー    

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半

期純損失（△） 
325 △75 

減価償却費 1,400 1,519 

固定資産売却損益（△は益） △178 △20 

固定資産除却損 3 6 

のれん償却額及び負ののれん発生益（△は益） 243 88 

持分法による投資損益（△は益） △18 △35 

賞与引当金の増減額（△は減少） 612 770 

退職給付引当金の増減額（△は減少） 69 － 

退職給付に係る負債の増減額（△は減少） － 55 

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） △144 8 

貸倒引当金の増減額（△は減少） △9 △122 

独禁法関連引当金の増減額（△は減少） － 1,478 

受取利息及び受取配当金 △85 △132 

支払利息 92 112 

為替差損益（△は益） △67 37 

営業債権の増減額（△は増加） 1,570 △3,038 

営業債務の増減額（△は減少） △2,021 819 

その他 △1,280 842 

小計 512 2,312 

利息及び配当金の受取額 81 136 

利息の支払額 △79 △99 

法人税等の支払額 △629 △831 

営業活動によるキャッシュ・フロー △115 1,518 

投資活動によるキャッシュ・フロー    

定期預金の預入による支出 △942 △2,042 

定期預金の払戻による収入 150 484 

貸付けによる支出 △9 △64 

貸付金の回収による収入 13 4 

固定資産の取得による支出 △1,476 △1,666 

固定資産の売却による収入 558 90 

投資有価証券の取得による支出 △43 △1 

関係会社出資金の払込による支出 △74 － 

その他 37 114 

投資活動によるキャッシュ・フロー △1,786 △3,081 
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    （単位：百万円） 

 
前第１四半期連結累計期間 
(自 平成25年４月１日 

 至 平成25年６月30日) 

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成26年４月１日 
 至 平成26年６月30日) 

財務活動によるキャッシュ・フロー    

短期借入金の純増減額（△は減少） 44 397 

長期借入れによる収入 56 726 

長期借入金の返済による支出 △482 △953 

リース債務の返済による支出 △56 △27 

配当金の支払額 △368 △372 

少数株主への配当金の支払額 △80 △299 

財務活動によるキャッシュ・フロー △886 △528 

現金及び現金同等物に係る換算差額 608 △284 

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △2,179 △2,375 

現金及び現金同等物の期首残高 24,467 27,694 

新規連結に伴う現金及び現金同等物の増加額 118 406 

連結子会社の決算期変更に伴う現金及び現金同等物

の期首残高増減額（△は減少） 
△313 － 

現金及び現金同等物の四半期末残高 22,093 25,725 
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（４）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

 該当事項はありません。

 

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

 該当事項はありません。

 

（セグメント情報等）

Ⅰ 前第１四半期連結累計期間（自 平成25年４月１日 至 平成25年６月30日） 

 報告セグメントごとの営業収益及び利益又は損失の金額に関する情報

              （単位：百万円） 

  報告セグメント 
調整額 
(注)１ 

四半期連結
損益計算書

計上額 
(注)２   日本 米州 欧州 東アジア 

南アジア・
オセアニア 合計 

営業収益                

外部顧客への営業収益 17,726 22,184 21,256 19,162 18,942 99,270 － 99,270 

セグメント間の内部営業収益 

又は振替高 
127 531 308 342 140 1,448 △1,448 － 

計 17,853 22,715 21,564 19,504 19,082 100,718 △1,448 99,270 

セグメント利益又は損失（△） 9 △57 △127 △788 915 △48 △92 △140 

 （注）１．セグメント利益の調整額△92百万円は、のれんの償却額等であります。 

    ２．セグメント利益又は損失（△）は、四半期連結損益計算書の営業損失（△）と調整を行っております。 

 

Ⅱ 当第１四半期連結累計期間（自 平成26年４月１日 至 平成26年６月30日） 

 報告セグメントごとの営業収益及び利益又は損失の金額に関する情報

              （単位：百万円） 

  報告セグメント 
調整額 
(注)１ 

四半期連結
損益計算書

計上額 
(注)２   日本 米州 欧州 東アジア 南アジア・

オセアニア 
合計 

営業収益                

外部顧客への営業収益 20,592 22,771 24,345 16,085 19,865 103,658 － 103,658 

セグメント間の内部営業収益 

又は振替高 
381 750 652 913 385 3,081 △3,081 － 

計 20,973 23,521 24,997 16,998 20,250 106,739 △3,081 103,658 

セグメント利益又は損失（△） 206 △119 △235 42 1,425 1,319 △24 1,295 

 （注）１．セグメント利益の調整額△24百万円は、のれんの償却額等であります。 

    ２．セグメント利益又は損失（△）は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。 

 

（その他の注記事項）

 （四半期連結損益計算書関係）

※１ 独禁法関連引当金繰入額

 国際航空貨物利用運送サービスに係わる米国反トラスト法に関連して米国で提起されている集団民事訴訟に関

して、将来発生しうる損失の現時点での見積額を計上しております。
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